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ハンセン病療養所入所者が描いた過去・現在































































































































































































































































































































































































































































































































3）邑久長島大橋は「人間回復の橋」と呼ばれ1988年 5 月 9 日に開通した。それまで17年間に
及ぶ全患協（現・全療協）の要求運動があった。隔離の必要のない証として，孤島だった
長島が本土と接続された。橋は長さ185メートル，幅 7メートルのアーチ型。1989年11月
からは両備バスが長島（邑久光明園，長島愛生園），西大寺（現在は邑久駅）間を一日三
往復運行している。
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